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９月定例会

●専決処分の報告並びに承認を求める
　・令和８年度嘉島町一般会計補正予算（第２号）※災害復旧予算
　　11億1,691万３千円の増額により総額100憶1,066万９千円
●嘉島町認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例
　・地方自治法施行規則の一部改正する省令が令和８年10月１日から施行されることに伴う
もの

●嘉島町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例
　・特別職が新たに追加されたもの（空き家等対策協議会委員）
●嘉島町職員等の旅費に関する条例等の一部を改正する条例
　・国家公務員等の旅費支給規程が改正された事に伴うもの
●令和７年度嘉島町簡易水道事業会計利益剰余金の処分
●令和７年度嘉島町下水道事業会計利益剰余金の処分
　・利益剰余金の処分について地方公営企業法第32条第２項の規定により議決を求めるもの
（上記２件）

●専決処分の報告
　・和解及び損害賠償額の決定（町道陥没による車両の一部破損）
●令和７年度嘉島町一般会計繰越明許費繰越計算書の訂正
　・繰越明許費のうち財源内訳の訂正
●令和７年度決算に基づく健全化判断比率の報告
　・地方公共団体の財政の基準となるもの（実質赤字比率、実質公債比率、将来負担比率
など）監査委員の意見書に基づく

●令和７年度決算に基づく資金不足比率の報告
　・公営企業会計（下水道事業、簡易水道事業）の資金不足状況を示すもの
●専決処分の報告
　・公共工事請負契約の変更（嘉島中学テニスコート新設他工事）
　　契約相手方：熊本利水工業　株式会社　代表取締役　田中祐治
　　変更前64,764,964円から変更後71,216,464円（6,451,500円増）
●監査委員報告　令和７年度嘉島町一般会計・特別会計歳入歳出決算
　・監査委員の審査に基づいた意見書に伴う説明

報　　告

議案審議　承認・可決した案件

令和８年　第３回

９月定例会
９月７日～11日

　報告５件のほか、条例制定、議決事件、補正予算、決算の認
定など提案された21件のうち20件を原案のとおり承認・可決・
認定し、「嘉島町に副町長を置かない特例条例を廃止する条例
（案）」を審査特別委員会を設置し継続審査としました。また、
追加提案された同意案１件について同意、議員提出議案１件が
可決されました。
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９月定例会

●令和８年度 嘉島町一般会計補正予算（第３号）
　・既定の歳入歳出予算総額に１億3,365万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額を101億
4,432万４千円とするもの（主なもの＝総務費：庁舎空調設備点検業務委託、消防設備
整備業務委託206万３千円、業務財政調整基金積立金3,100万円。民生費：重層的支援体
制整備事業委託料85万円、障害児保育補助事業147万円。衛生費：飲用井戸水水質検査
補助金120万４千円。農林水産業費：新規就農者育成総合対策事業補助金（経営開始資
金）、新基本計画実装・農業構造転換支援事業費補助金1,049万２千円、団体営農業農
村整備事業負担金1,366万３千円、物価高騰対策農業経営支援事業交付金757万５千円。
土木費：道路橋梁維持費2,282万３千円。教育費：中学校備品購入費350万円、町民会館
修繕費442万６千円

●令和８年度 嘉島町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　・既定の歳入歳出予算総額に1,807万３千円を追加し、歳入歳出予算の総額を11億2,896
　　万３千円とするもの
●令和８年度 嘉島町住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第１号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に41万４千円を追加し、歳入歳出予算の総額を71万４千円
　　とするもの
●令和８年度 嘉島町介護保険特別会計補正予算（第１号）
　・既定の歳入歳出予算総額に1,061万円を追加し、歳入歳出予算の総額を９億6,811万７千
　　円とするもの
●令和８年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に679万４千円を追加し、歳入歳出予算の総額を２億1,185
　　万１千円とするもの
●令和８年度 嘉島町簡易水道事業会計補正予算（第１号）
　・収益的収支予算のうち、収入において第１款水道事業収益に35万円を増額し、総額を
　　6,373万８千円。支出においては、第１款水道事業費用に50万４千円を増額し総額を
　　6,367万円とするもの
　・資本的収支予算において、収入額が支出額に対し不足する額58万5千円は過年度分損益
　　勘定留保資金58万５千円補てんすることとし、第１款資本的支出を58万５千円増額し、
　　総額を5,882万６千円とするもの
●令和８年度嘉島町下水道事業会計補正予算（第１号）
　・業務の予定量のうち、管渠整備予定額を１億6,306万円減額し２億5,704万円とし、処理
　　場及びポンプ場整備予定額を１億2,966万円減額し１億1,034万円とするもの
　・収益的収支予算において、第１款下水道事業収益に986万５千円を増額し、総額を４億
　　7,342万５千円。支出においては、第１款下水道事業費用を191万９千円増額し総額を
４億573万７千円とするもの

　・資本的収支予算において、「収入額が支出額に対して不足する額１億6,003万３千円は当
年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額3,107万９千円、当年度分損益勘定留保
資金9,023万５千円、減債積立金3,871万９千円で補てんする。」を「収入額が支出額に対
して不足する額２億406万８千円は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

　　4,656万６千円、当年度分損益勘定留保資金１億765万９千円、減債積立金3,444万４千
円、繰越工事資金1,539万９千円で補てんする。」に改めるもの

　・収入において、第１款資本的収入から３億3,675万５千円を減額し、総額を３億5,914
　　万５千円とするもの
　・支出においては、第１款資本的支出を２億9,272万円減額し、総額を５億6,321万３千円
　　とするもの
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９月定例会

特別委員会設置及び継続審査

追加同意案　同意

議員提出議案　可決した案件

●農業委員会の委員の任命
　・令和８年10月１日付け農業委員任命
　　　犬渕　堀　誠也　氏

●町の象徴たる主要事業所の災害復旧及び雇用継続に関する支援決議
　提出者　町議会議員　春日公和（嘉島の未来を考える会）
　賛成者　町議会議員　満田和浩（嘉島の未来を考える会）
　・町の中小企業並びにイオンモール熊本への支援を要望するもの

●嘉島町に副町長を置かない特例条例を廃止する条例の制定
　・廃止条例について質疑の後、議長発議により「嘉島町に副町長を置かない特例条例廃
　　止条例審査特別委員会」を設置、継続審査としたもの

●令和７年度 嘉島町一般会計歳入歳出決算
●令和７年度 嘉島町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
●令和７年度 嘉島町住宅新築資金等貸付特別会計歳入歳出決算　
●令和７年度 嘉島町介護保険特別会計歳入歳出決算
●令和７年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

●令和７年度 嘉島町簡易水道事業会計歳入歳出決算
　　　　　収益的収支決算額（税込） 　　　　　　　　資本的収支決算額（税込）

●令和７年度 嘉島町下水道事業会計決算
　　　　　収益的収支決算額（税込）    　　　　　　　資本的収支決算額（税込）

※不足する額142,557,851円と翌年度へ繰り越される支出の財源に充当する額15,399,000円の計157,956,851円は、
当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額9,863,758円、当年度損益勘定保留資金122,135,012円、減
債積立金10,074,081円、繰越工事資金15,884,000円で補てんした。

(円)
会  計 名 歳　入　総　額 歳　出　総　額 歳入歳出差引額
一 般 会 計 8,724,937,954 8,171,595,217 553,342,737

特
別
会
計

国民健康保険 1,020,471,109 988,845,746 31,625,363
住宅新築資金等貸付 2,644,056 2,030,000 614,056
介護保険 929,366,394 910,864,413 18,501,981
後期高齢者医療 188,589,789 181,457,366 7,132,423

(円)
収益的収入 65,387,214
収益的支出 63,165,096

(円)
資本的収入  10,831,000
資本的支出  8,225,376

補填財源使用額 　0

(円)
収益的収入 453,155,643
収益的支出 432,007,582

(円)
資本的収入 247,282,000
資本的支出 389,839,851

補填財源使用額 142,557,851 
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９月定例会

質疑
●専決処分の報告並びに承認を求めることについて
専決第７号　令和８年度嘉島町一般会計補正予算（第２号）について
問： 各集落内の神社について、鳥居や拝殿が損壊しているが、10年前は神社庁や県・町から多少なりの助成金があっ

たと区長から聞いている。今回、予算計上するに当たり、神社等の調査はされたのか、又は新たな助成制度があ
るのか確認したい。

答： 神社の被災状況について県から被災額について照会があったので、町としては700万円程度の被災額で報告した。
　　 しかしながら、神社等については、明確な支援制度は示されていない。前回の地震においては、復興基金を活用
　　　しての支援があったので、今回も何らかの支援があると思う。
　　 具体的な内容が示されたら、また報告します。
問： 今回の地震後に各地区の区長に対し、被害調査等の依頼をされている。自主防災組織という建付けだと思うが、

区に対して、何らかの支援があってもいいのではないか。
答： 自主防災組織は、地域住民が協力・連携し、自分たちの地域は自分たちで守る事を目的とした組織です。参加さ

れる個人に対して日当や報酬等は原則支給されないこととなるが、後方支援のための活動に対しては、他自治体
の動向を見て検討します。

●嘉島町に副町長を置かない特例条例を廃止する条例の制定について
問： なぜこのタイミングでの議案提出となったのか、心中お聞かせください。
答： 今回の地震発災時に出張で不在だったので、そういう不測の事態を考慮しての提出となった。
問： まず、事実の確認をしたい。今回の熊本地震に際し、発災直後町長は公務により町外に在られ、初動の対応が遅

れたという事は、行政運営にあたる者として常に認識されているものと思います。
　　  平素の行政運営についても、事務の円滑化が求められている事、これを理由に本議案を提出されているが、これ

らの事実に基づき町長の認識を伺いたい。
答： 本案は町長の能力を補うものではありません。あくまでも副町長という立場でお願いしている。
問： 副町長制度の趣旨について伺います。今回、町長は行政運営の円滑化や災害対応の不安、これを理由に本議案

を提出されました。これは本来副町長制度の有無、つまり副町長が在職する、しない、にかかわらず行政の対応
として組織づくりと人材配置に加えて危機管理体制をどの様に整備するのかを課題として行政自身が考える問
題ではないでしょうか。

　　  地方自治法第161条、167条の設置趣旨の目的と今回提出された提案理由との整合性を精査されたと思いますが、
答弁お願いします。

答：  副町長の設置理由は、提案理由のとおりであります。
問： 災害対応に不安があるという事ならば、全国の先進自治体の事例のように元消防職員や元自衛官など危機管理の
　　   専門家を招聘し、防災危機管理官を設置して町長不在の際も町長から委任を受けた防災危機管理官が直ちに
　　  指揮命令系統を確立し、対応することが可能です。副町長制度よりも災害対応に特化した実効性の高い制度として
　　  全国的にも導入が進んでいる合理的な仕組みです。この制度についてはどの様にお考えか。
答： 総務課に危機管理係を設置しており、対応している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　  その後、数問の質疑ののち、議長発議により特別委員会に付託し、閉会後も継続して審査する事とする採決が行

われ、賛成多数により可決。

●令和７年度嘉島町下水道事業会計利益剰余金の処分について
●令和７年度嘉島町下水道事業会計決算
問： 利益剰余金の処分と決算の関係について、決算については赤字にはなっていないが、事業自体は黒字に　

なっていない。様々な補助金や一般会計からの資金を受け取ってプラスになっている所がある。
　　 今回、利益剰余金を建設改良積立金に全額積み立て、繰越利益はゼロという事だが、なぜ利益剰余金約

1,100万円を昨年、一昨年のように減債積立金に計上していないのか。また、なぜ両議案が別々に提出さ
れているのか。

答： 今回発生した利益剰余金1,100万円を建設改良積立金で計上しているが、契約を結んでいる会計事務所の提
案もあり、建設改良積立金での計上となった。

　　 ２点目の両議案が別々に提出されている件につきましては、他の自治体を確認したところ、多くの自治体
が認定事案の決算書が議案を兼ねた提出方法になっている。

　　  次年度以降は、利益の処分及び決算の認定という形で議会にお諮りしたい。
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町政のここが聞きたい　一般質問
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③
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収
条
例

を
制
定
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長
　

行
財
政
改
革
の
一
環
に
お
い
て

も
町
道
占
用
料
徴
収
条
例
制
定
の

議
員
・
目
的
：
道
路
と
い
う
公
共
の
財

産
を
特
定
の
目
的
で
独
占
・
継
続

的
に
使
う
こ
と
に
対
す
る
使
用
料

・
対
象
の
例
：
電
柱
、
電
線
、
ガ
ス
管
、

水
道
管
、
看
板
…
な
ど

　

道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
制
定
状
況
に

つ
い
て
調
査
を
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
熊
本
県
は
も
ち
ろ
ん
、
45
市

町
村
の
中
で
38
市
町
村
が
こ
の
条
例
を
定

め
て
い
ま
す
。
嘉
島
町
を
含
む
７
町
村
が

制
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
上
益
城
で
は
、
嘉

島
町
の
み
が
道
路
占
用
物
件
に
つ
い
て
占

用
料
が
徴
収
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
制
定

し
て
い
な
い
理
由
は
、『
町
道
の
改
良
時

に
は
電
柱
移
転
の
費
用
を
電
力
会
社
な
ど

の
設
置
事
業
者
が
負
担
す
る
か
ら
』
と
の

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
道
路
は
町
民
共
有

の
公
有
財
産
で
あ
り
そ
の
占
用
に
対
し
て

対
価
を
求
め
な
い
現
状
は
公
有
財
産
管
理

の
適
正
性
に
疑
義
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
占
用
料
を
徴
収
し
て
い
な
い
こ
と
で

本
来
得
ら
れ
る
べ
き
財
源
を
逸
失
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
条
例
制
定
に
よ

り
、
公
平
性
・
透
明
性
の
あ
る
道
路
管
理

と
財
源
確
保
を
図
る
こ
と
は
、
財
政
の
健

全
化
や
公
有
財
産
の
適
正
管
理
に
資
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
特
に
ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定

税
率
が
廃
止
さ
れ
た
中
に
あ
っ
て
道
路
財

源
確
保
の
う
え
か
ら
も
行
財
政
改
革
の
一

端
と
成
り
得
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

問
　

町
道
占
用
料
徴
収
条
例
を
制
定

し
て
い
な
い
理
由
を
示
し
て
く
だ

さ
い
。

建
設
課
長
　

道
路
拡
張
な
ど
に
伴
う

電
柱
の
移
転
費
用
に
つ
い

て
は
、
そ
の
形
態
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
費
用
の
一
部
又
は
全
部
を
原
因
者
で

あ
る
町
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
一
方
で
道
路
占
用
料
を
「
無
償
」

と
す
る
こ
と
で
、
電
柱
の
移
転
費
用
は
原

則
と
し
て
電
力
会
社
側
の
負
担
で
行
う
と

い
う
事
務
的
な
取
り
決
め
、
い
わ
ゆ
る
申

し
合
わ
せ
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
条
件
下
で
道
路
改
良
事
業
を
推
進
す

る
に
あ
た
り
、
道
路
占
用
料
に
よ
る
収
入

と
移
転
費
用
負
担
を
勘
案
し
、
さ
ら
に
ガ

ス
管
、
水
道
管
、
一
般
住
宅
の
排
水
管
等

□ 

「
町
道
占
用
料
徴
収
条
例
を
制
定

　

   

す
る
考
え
は
」

増岡　司 議員

是
非
は
重
要
な
判
断
事
項
の
一
つ
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
他
自
治
体
と
の
公
平

性
、
透
明
性
の
観
点
か
ら
み
て
も
条
例
の

制
定
は
検
討
を
行
う
べ
き
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
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□ 「
子
ど
も
を
生
み
育
て
た
い
と
思
え

　

 

る
町
に
す
る
た
め
に
」

穴井　智子 議員

議
員
　
一つ
目
の
質
問
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

人
口
減
少
が
進
む
中
、少
子
化
へ
の

対
応
は
重
要
な
課
題
で
す
。

　

本
町
は
、人
口
が
微
増
し
て
い
ま
す
が
、そ

の
要
因
は
出
生
に
よ
る
自
然
増
で
は
な
く
、転

入
に
よ
る
社
会
増
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、わ
が
子
が
通
っ
た
保
育
園
が「
も

う
ひ
と
り
子
ど
も
が
欲
し
く
な
る
園
」と
し
て

全
国
で
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、子
育

て
環
境
が「
も
う
ひ
と
り
産
み
た
い
」と
思
え

る
気
持
ち
に
大
き
く
影
響
し
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

保
育
園
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、ま
た
別
の
機

会
に
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
子
ど
も
を
生
み
育
て
た
い
と
思

え
る
町
」に
す
る
た
め
に
、本
町
の
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

出
生
数
を
増
や
す
こ
と
だ
け
を
目
的
と
す

る
の
で
は
な
く
、安
心
し
て
出
産
し
、安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
以
下
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

①
本
町
の
出
生
状
況
に
つ
い
て

　

②
本
町
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

③
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て

　

④
支
援
が
届
き
に
く
い
家
庭
へ
の
対
応

　
　

に
つ
い
て

町
長
　
最
初
に
、「
本
町
の
出
生
状
況
に
つ
い

て
」で
す
が
、本
町
の
出
生
数
は
令
和
４

年
度
81
名
、令
和
５
年
度
99
名
、令
和
６
年
度

82
名
と
、こ
こ
数
年
は
80
〜
99
名
程
度
で
推
移

し
て
い
ま
す
。ま
た
、平
成
30
年
〜
令
和
４
年
の

本
町
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
．85 

で
、全
国 

１
．33
、熊
本
県 

１
．60
よ
り
も
高
い
水
準
で
は
あ

り
ま
す
が
、人
口
の
維
持
に
必
要
と
さ
れ
る
人
口

置
換
水
準（
２
．07
程
度
）に
は
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

本
町
の
出
生
と
死
亡
の
状
況
を
み
て
み
る

と
、近
年
で
は
死
亡
数
が
出
生
数
を
上
回
る
自

然
減
の
状
態
に
あ
り
、自
然
動
態
と
し
て
は
増

減
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、全
体
と
し
て
緩
や
か

な
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
、
熊
本
市
近
郊
の
利
便
性
の
高
い

地
域
と
し
て
人
口
増
加
傾
向
も
見
ら
れ
る
一
方

で
、出
生
数
は
伸
び
悩
ん
で
お
り
、全
国
的
な

傾
向
と
同
様
、
本
町
も
少
子
化
の
影
響
を
受

け
て
い
る
も
の
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

次
に「
本
町
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
」で
す

が
、特
に
貧
困
や
孤
立
、障
害
な
ど
、困
難
を

抱
え
て
い
る
家
庭
で
は
、出
産
や
育
児
に
関
す

る
支
援
制
度
を
う
ま
く
利
用
で
き
な
い
こ
と

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
う
し
た
個
々
の
複

雑
な
事
情
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、よ
り
柔
軟

で
包
括
的
な
支
援
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育
て

ま
で
の
広
い
範
囲
で
切
れ
目
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
包
括
的
な
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、ま
ず
１
つ
目
に
妊
娠
期・出
産

期
の
支
援
と
し
て
、母
子
健
康
手
帳
交
付
時
で

あ
る
妊
娠
期
、出
産
後
に
保
健
師
が
訪
問
や
面

談
、電
話
相
談
等
を
行
い
、妊
娠
中
か
ら
産
後

に
か
け
て
伴
走
型
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

妊
娠
し
た
方
に
対
し
て
、妊
娠
時
に
5
万
円
、

出
生
時
に
こ
ど
も
の
数
×
5
万
円
を
支
給
す
る

と
い
っ
た
経
済
的
支
援
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
に 

乳
幼
児
期・子
育
て
期
の
支
援
と

し
て
、産
後
ケ
ア
事
業
の
実
施
、乳
児
及
び
産
婦

訪
問
、育
児
相
談
、乳
幼
児
健
診・
教
室
で
の
保

健
指
導
、各
種
相
談
対
応
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

3
つ
目
に
、関
係
機
関
と
の一元
的
な
連
携
と

し
て
、こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、発
達

の
気
に
な
る
子
ど
も
や
、課
題
を
抱
え
る
家
庭

等
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
、必
要
に
応
じ
て
、

保
育
所
、幼
稚
園
、学
校
な
ど
の
関
係
機
関
と

連
携
し
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
基
本
は
、社
会
全
体
で
子
育
て

世
帯
を
支
え
、す
べ
て
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成

長
で
き
る
こ
と
で
す
。「
す
べ
て
の
子
ど
も
が
健
や

か
に
成
長
で
き
る
こ
と
」と
あ
る
よ
う
に
、子
ど
も

た
ち
の
心
身
の
健
康
こ
そ
が
子
育
て
支
援
の
基

本
と
な
り
ま
す
の
で
、今
後
も
引
き
続
き
、家
庭

訪
問
や
健
診・教
室
、保
健
指
導
な
ど
を
通
し
て
、

子
育
て
期
の
健
康
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
に
力
を

入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に「
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
」で
す
が
、

本
町
の
産
後
ケ
ア
利
用
者
延
べ
人
数
は
、令
和

６
年
度
に
７
件
、令
和
７
年
度
に
１
１
６
件
、

令
和
８
年
４
月
〜
７
月
で
25
件
と
な
っ
て
お
り
、

利
用
種
別
と
し
て
は
、日
帰
り
型
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
方
が
約
半
数
と
多
い
状
況
で
す
。

　

利
用
者
か
ら
は
、宿
泊
型
の
利
用
回
数
分
を

訪
問
型
と
日
帰
り
型
に
振
り
分
け
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
１
件
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。一
方
で
、現
状
満
足
し
て
い
る
と

い
っ
た
声
や「
授
乳
の
姿
勢
や
乳
首
の
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
、具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

え
た
」「
心
身
と
も
に
休
ま
っ
た
」等
の
満
足
の

声
が
多
数
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
熊
本
県
が
産
後
ケ
ア
事
業
の
集
合

契
約
に
着
手
す
る
意
向
が
あ
り
、そ
う
な
れ
ば
、

利
用
者
は
本
町
が
個
別
に
契
約
し
て
い
な
い

医
療
機
関
や
助
産
所
で
も
、
集
合
契
約
に
参

加
し
て
い
れ
ば
、里
帰
り
先
な
ど
の
遠
方
の
地

域
で
も
産
後
ケ
ア
を
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。　

　

そ
の
体
制
が
、早
期
に
実
現
す
る
こ
と
及
び

産
後
ケ
ア
事
業
の
周
知
に
力
を
入
れ
る
こ
と
で

更
な
る
事
業
の
充
実
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　
最
後
に「
支
援
が
届
き
に
く
い
家
庭
へ
の
対
応

に
つ
い
て
」で
す
が
、母
子
健
康
手
帳
交
付
の
際

に
、す
べ
て
の
妊
婦
に
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
問
診・保

健
指
導
を
実
施
し
、経
済
的
な
困
難
、孤
立
、育

児
不
安
等
の
有
無
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
に
お
い
て
、実
際

の
養
育
環
境
や
母
親
の
産
後
う
つ
リ
ス
ク
な

ど
の
精
神
状
態
を
目
視
で
確
認
す
る
こ
と
で
、

支
援
が
必
要
な
家
庭
の
把
握
に
努
め
て
い
ま

す
。
乳
幼
児
健
診
や
乳
幼
児
教
室
の
際
に
も

同
様
に
問
診
・
保
健
指
導
を
行
い
、課
題
を
抱

え
た
家
庭
が
な
い
か
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
重
層
的
支
援
事
業
の
担
当
部
署
で

あ
る
福
祉
課
と
連
携
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

等
の
関
係
機
関
で
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
子
ど
も・
若
者
の
抱
え
る
課
題
の
複
合
性
・

　

複
雑
性
を
踏
ま
え
た
支
援
に
つ
い
て



子 ど も 議 会

8

町政のここが聞きたい　一般質問

8

議
員
　

警
察
庁
の
発
表
に
よ
る
と
、
２

０
２
５
年
に
、
認
知
症
や
そ
の
疑

い
が
あ
る
方
で
、
全
国
の
警
察
に
届
出
が

あ
っ
た
行
方
不
明
者
が
１
７
，
３
４
５
人
、

24
年
か
ら
７
７
６
人
減
少
し
た
が
、
依
然

高
水
準
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。
熊
本
県

に
お
い
て
は
１
９
９
人
で
し
た
。
警
察
庁

は
、
早
期
発
見
や
保
護
の
た
め
、
位
置
情

報
を
取
得
で
き
る
衛
生
利
用
測
位
シ
ス
テ

ム
、
い
わ
ゆ
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
の
利
用
を
家

族
ら
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
本
当
に
痛

ま
し
い
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
25
年
に
所

在
不
明
や
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
、
認
知
症

不
明
者
１
６
，
７
２
９
人
の
う
ち
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
機
器
等
が
活
用
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
１
３

９
人
で
０
．
83
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
そ

の
う
ち
の
85
％
に
当
た
る
１
１
８
人
は
、

届
出
受
理
日
に
無
事
に
発
見
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
い
か
に
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
等
が
早
期

発
見
に
寄
与
し
て
い
る
か
は
一
目
瞭
然
で

す
。

　

そ
こ
で
、
高
齢
者
の
１
人
暮
ら
し
、
認

知
症
や
そ
の
疑
い
が
あ
る
方
に
対
し
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
器
等
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

機
器
の
貸
与
や
購
入
経
費
の
一
部
を
助
成

す
る
考
え
は
な
い
か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長
　

現
在
は
、
機
器
の
貸
与
や
経
費

の
一
部
助
成
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
現
在
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
屋

外
携
行
型
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
を
、
介
護
保
険

の
福
祉
用
具
貸
与
と
し
て
給
付
対
象
に
加

え
る
法
改
正
の
手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
国
の
法
改
正
を
待
っ
て
、
介
護
保
険

制
度
の
枠
組
み
の
中
で
公
的
支
援
が
出
来

る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
受
入
れ

体
制
の
整
備
を
進
め
る
予
定
で
す
。
現
在

の
介
護
保
険
制
度
の
枠
組
み
の
中
で
利
用

出
来
る
「
認
知
症
の
方
の
徘
徊
に
対
応
出

来
る
福
祉
用
具
」
は
、
要
介
護
２
以
上
の

認
定
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
で
、
屋
内
か

ら
屋
外
に
出
よ
う
と
し
た
時
、
セ
ン
サ
ー

に
よ
り
感
知
し
、
家
族
や
隣
人
等
知
ら
せ

る
危
機
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
困
り
の

方
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
福
祉

課
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

議
員
　

厚
生
労
働
省
の
法
改
正
を
待
っ

て
、
介
護
保
険
制
度
の
枠
組
み
の

中
で
公
的
支
援
が
出
来
る
よ
う
関
係
機
関

と
連
携
し
て
、
受
入
れ
体
制
の
整
備
を
進

め
る
予
定
と
の
事
で
す
が
、
命
に
係
わ
る

事
で
す
の
で
、
国
の
公
的
支
援
が
遅
れ
た

と
し
て
も
、
希
望
者
に
は
早
め
の
支
援
を

是
非
お
願
い
し
ま
す
。

□ 

「
衛
生
利
用
測
位
シ
ス
テ
ム

　

（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
の
貸
与
等
に
つ
い
て
」

森田　義雄 議員

　子ども議会は、中学３年生が総合的な学習の時間を活用して議会制民主主義を体験し、自分たちの夢
や町の未来について考え、快適で住みよいまちづくりについて理解を深めるとともに、町が実際に行って
いる業務への関心や、町民としての意識を高めることを目的に実施されています。
　当日は、中学生議長１名と中学生議員１３名が参加し、町執行部からは鍋田町長、江上教育長をはじめ、
各課長が出席しました。中学生議員からは、これからの町づくりや身近な地域の課題について質問が出
され、町執行部が答弁を行うなど、本会議さながらのやり取りが行われました。
　中学生ならではの視点から、町の現状や課題について考え、自分たちの意見を堂々と発言する姿が
見られました。今回の経験を通して、町政への関心を深めるとともに、嘉島町の未来について考える貴
重な機会となりました。

１番　　山本　紳平　議員　　　　　「交差点に信号機を設置することについて」　
２番　　上野　剛琉　議員　　　　　「砂利道の道路舗装について」
３番　　郡山　大真　議員　　　　　「嘉島中学校体育館への空調の設置について」　　
４番　　工藤　理世　議員　　　　　「地域の草刈りについて」
５番　　嶺　　琥珀　議員　　　　　「快適に体を動かす場所の設置について」
６番　　武石　龍樹　議員　　　　　「SNS活用による宣伝について」　　
７番　　宮村　千愛　議員　　　　　「町の体育館の利用の仕方について」

お礼のあいさつを述べる
藤瀬　桜さん

議事進行を行う加藤音希議長 一般質問をする中学生議員

中学生による一般質問は、
以下のとおりです。
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議 員 研 修

総務文教常任委員会
　総務文教常任委員会では、令和８年７月22日から24日まで、北海道夕張市とむかわ町を訪問し、行政研
修を行いました。
　今回の研修では、夕張市で「財政再生計画の取り組み」、むかわ町で「平成30年北海道胆

い

振
ぶり

東
とう

部
ぶ

地震にお
ける防災計画」について学びました。

夕張市
財政再生の取り組み 　

　夕張市では、炭鉱閉山後の人口減少や税収減少、観光施設への過大な投資などにより財政が悪化した経緯
と、その後の財政再生への取り組みについて説明を受けました。
　再建に向けて、職員数の削減や事務事業の見直し、公共施設の統廃合など、徹底した歳出削減を実施する
とともに、市有財産の売却や使用料・手数料の見直しなど、歳入確保にも取り組んでいます。
　また、認定こども園や診療所、市営住宅などの都市機能を中心部に集約するなど、人口減少と高齢化を見
据えた「コンパクトシティ化」も進めています。
　将来の人口や財政状況を見据え、持続可能な行政運営を進めることの重要性を学びました。

むかわ町

  災害復興と「事前復興」　
　むかわ町では、平成30年北海道胆

い

振
ぶり

東
とう

部
ぶ

地震による被害と、その後の復旧・復興への取り組みについて
研修しました。
　地震では最大震度６強を観測し、住宅や公共施設、道路などに大きな被害が発生しました。また、北海道
全域で大規模な停電が発生し、住民生活にも大きな影響が及びました。
　こうした経験を踏まえ、むかわ町では、災害発生後の復旧・復興を迅速に進めるため、平時から復興の手
順や体制、将来のまちづくりを考えておく「事前復興」の取り組みを進めています。
　若手・中堅職員による計画策定チームの設置や専門家との連携などを通じ、災害に強いまちづくりを進め
ています。
　「災害が起きてから考える」のではなく、「災害が起きる前から、その後のまちの姿を考える」ことの重要性
を学びました。

北海道で学ぶ - 財政再建と災害に強いまちづくり -

夕張市「財政再生の取り組み」　 むかわ町「災害復興と『事前復興』」

研修を終えて
｢将来を見据えて、備える｣
 今回の研修では、夕張市の財政再建とむかわ町の災害復興という異なるテーマから、「将来を見据
えて、備えること」の重要性を学びました｡
 人口減少や大規模災害など、自治体を取り巻く環境が変化する中、嘉島町においても、将来の財政
運営や公共施設、防災・減災、復興まちづくりについて、平時から考えておくことが重要です｡
 今回の研修で得た知見を今後の議会活動に生かし、持続可能で災害に強い嘉島町の実現につなげて
まいります｡
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議員研修・主な議会活動・一部事務組合議会報告

主な議会活動（令和８年７月から令和８年９月まで）
月　　日 項　　　　目 場所等

７月２日 主要地方道矢部阿蘇公園線整備促進期成同
盟会総会（境野議長） 山都町

７月８日 九州中央自動車道建設促進沿線議会期成会
熊本・宮崎合同理事会（境野議長） 山都町役場

７月９日 第１回嘉島町人権教育推進協議会進路保障部会（川野） 町民会館
７月10日 上益城郡議長会第１回議長定例会（境野議長） 甲佐町役場
７月13日 広報特別委員会（第59号編集会議） 役場監査委員室

７月15日～16日 上益城広域連合議会議員研修（境野議長、増岡） 兵庫県
７月17日 例月現金出納検査（増岡議選監査委員） 役場監査委員室

７月17日 議会運営・常任委員会正副委員長研修会（オンライ
ン）（川野副議長・増岡・満田・齊藤・穴井） 役場庁議室

７月21日 第22回「サントリー会」（境野議長） ホテル日航

７月21日 令和８年度第１回熊本県町村監査委員協議会臨
時総会・研修会（増岡議選監査委員） 自治会館

７月22日～24
日
総務文教常任委員会行政視察
（増岡・齊藤・境野・川野・春日）

北海道夕張市、
むかわ町

７月25日 令和８年度上益城郡消防大会（操法大会）（境野議長） 御船町

７月28日 熊本県町村議会議長会
令和７年度収支監査（境野議長） 自治会館

８月17日 令和８年第２回御船地区衛生施設組合議会定
例会（森田・齊藤） 組合会議室

８月20日 例月現金出納検査（増岡議選監査委員） 役場監査委員室

月　　日 項　　　　目 場所等

８月21日 令和８年第２回上益城消防組合議会定例会（川
野・満田）

消防本部
議場

８月24日 議会運営委員会 役場庁議室
８月25日 令和８年第２回上益城広域連合議会定例会（境野議長・増岡） 福祉センター

８月25日 令和８年第２回議長臨時会（境野議長） 上益城郡町村議
会議長会事務局

８月25日 令和８年第２回益城、嘉島、西原環境衛生施
設組合議会定例会（森下・園田） 組合会議室

８月27日 令和８年熊本地震に係る合同会議 福祉センター
８月28日 イオンモール熊本へ献花 イオンモール熊本
９月３日 令和８年熊本地震に係る合同会議 福祉センター
９月７日～

11日 令和８年第３回嘉島町議会定例会・全員協議会 議場
議員控室

９月10日 令和８年熊本地震に係る合同会議 福祉センター

９月16日 嘉島町人権教育推進協議会社会教育部会（境
野議長・増岡） 町民会館

９月17日 例月現金出納検査（増岡議選監査委員） 役場監査委員室
９月24日 令和８年熊本地震に係る合同会議 福祉センター

９月24日 嘉島町に副町長を置かない特例条例廃止条例
審査特別委員会（全議員） 議員控室

９月29日 第１回広報特別委員会（第60号編集会議） 役場監査委員室

上益城消防組合（川野議員・満田議員）
  議会報告  　令和８年第２回臨時会（令和８年６月29日開催）  原案のとおり可決しました。
・財産の取得について　　・財産の取得について

御船地区衛生施設組合（森田議員・齊藤議員）
  議会報告  　令和８年第２回定例会（令和８年８月17日開催）  原案のとおり認定・可決しました。
・令和７年度御船地区衛生施設組合一般会計歳入歳出決算の認定について　・令和８年度御船地区衛生施設組合一般会計補正予算（第１号）について

上益城消防組合（川野議員・満田議員）
  議会報告  　令和８年第２回定例会（令和８年８月21日開催）  原案のとおり認定・可決しました。
・令和７年度上益城消防組合一般会計歳入歳出決算の認定について　　 ・令和７年度上益城消防組合一般会計余剰金の処分について
・令和８年度上益城消防組合一般会計補正予算（第１号）について

益城、嘉島、西原環境衛生施設組合（森下議員・園田議員）
  議会報告  　令和８年第２回定例会（令和８年８月25日開催）  原案のとおり認定・可決しました。
・令和７年度益城、嘉島、西原環境衛生施設組合一般会計決算認定について
・令和８年度益城、嘉島、西原環境衛生施設組合一般会計補正予算（第1号）について

上益城広域連合（境野議員・増岡議員）
  議会報告  　令和８年第２回定例会（令和８年８月25日開催）  原案のとおり認定・可決しました。
・令和７年度上益城広域連合一般会計歳入歳出決算認定について
・令和８年度上益城広域連合一般会計補正予算（第１号）について

第１回　議員研修会（益城町文化会館）
演　題 　「人口減少時代における小規模自治体の災害対応のあり方」

　10月８日、政策研究大学院大学教授室田哲男氏を講師に迎え、「人口減少時代における小規模自治体の災害対応のあり方」を
テーマとした研修を受講しました。
　講演では、近年の災害対応の教訓を踏まえ、人口減少が進む小規模自治体において、限られた人員や資源で、いかに迅速
かつ的確な災害対応を行うかについて学びました。
　災害による被害は、建物の倒壊など目に見えるものだけではないということです。停電、断水、通信障害、トイレや燃料の不足、
車中泊、服薬の中断など、住民の日常生活に大きな支障を及ぼす「見えない被害」への対応も重要です。また、避難所に来てい
る方だけでなく、在宅避難者や車中で過ごす方など、行政が把握しにくい被災者の状況や支援ニーズをつかむ必要があります。
　災害対応では、平時からの備えが欠かせません。災害対策本部の役割分担や情報共
有の仕組みを明確にし、職員の訓練を重ねることが重要です。防災DXについても、シ
ステムを導入するだけでは十分ではなく、運用ルールや担当者を定め、停電・通信障害
に備えたアナログでの対応も準備しておく必要があります。
　さらに、NPOやボランティア団体、社会福祉協議会などとの連携も、被災者支援を
進めるうえで重要な役割を担います。
　議会にも、議員それぞれが地域の声を聞き、被災者の支援ニーズを把握するとともに、
情報を議長等に集約し、災害対策本部へ伝える役割があります。
　今回の熊本地震での経験も踏まえ、平時から地域とのつながりを築き、行政・議会・
地域団体が連携できる体制を整えることが、誰一人取り残さない災害対応につながると
感じました。

議員研修

議員研修会の様子（益城町文化会館）
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　令和８年８月28日、嘉島町議会は、令和８年７月28日に発生した熊本地震により被害を受けたイ

オンモール熊本を訪れ、議員全員で献花を行いました。

　嘉島町議会は犠牲になられた方々に哀悼の意を表します。

　今回の地震では、イオンモール熊本においても大きな被害が発生し、営業や地域の暮らしに影響

が及びました。

　イオンモール熊本は、町内外から多くの人が訪れる商業施設であり、地域経済や雇用を支えるとと

もに、住民にとって身近な交流の場でもあります。

　今回の災害を通じて、改めて地域のつながりや、災害に強いまちづくりの重要性を認識しました。

　嘉島町議会は、町民の皆さまの安全・安心を第一に、被災地域の復旧・復興を支援するとともに、

今後の防災・減災対策についても引き続き取り組んでまいります。



田中英治さんは、以前は区長をされ現在高田の老人シニアクラ
ブ会長を4年間されています。また、訪問した日は脚立の昇り降
りをし、庭の剪定をされていました。八十歳とお聞きしビック
リしました。元気の秘訣などあれば教えてくださいとお願いし
ました。

元気の秘訣は毎日の夜の晩酌です。汗をかいた日は特に美味し
く飲めます。それと老人シニアクラブは年２回研修旅行をして
いますが毎回会員の半数近くの方が参加されます。皆さんに挨
拶などで健康寿命は95歳までだと話しているとおっしゃってま
した。

田中　英治さん　高田シニアクラブ会長
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議会の傍聴は議会当日に手続きすれば、どなたでも傍聴できます。傍聴受付は午前９時からです。
代理人による受付はできません。必ず傍聴されるご本人が受付をおこなって下さい。お問い合わせは、議会事務局まで。（☎096-237-5525）

※次の議会は、12月に開催予定です。

みんなのフォトコーナー・地域からこんにちは

みなさんからの写真を募集しています
議会事務局に写真を持参いただくか、メールの場合は、写真を添付し氏名、コメントを入力のうえ
gikai@town.kashima.kumamoto.jpまで送信してください。

　

こ
の
た
び
の
令
和
８
年
熊
本
地
震

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
さ

て
議
会
だ
よ
り
が
発
行
さ
れ
る
頃
は

稲
刈
り
な
ど
の
時
期
か
と
思
い
ま

す
。
小
学
校
な
ど
で
も
田
植
え
を
さ

れ
た
田
ん
ぼ
の
稲
刈
り
な
ど
が
あ
る

と
思
い
ま
す
け
ど
、
そ
の
あ
と
の
農

作
業
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
、
手
で
カ
マ
な
ど
使
っ

て
水
稲
の
刈
り
取
り
を
し
ま
す
。
そ

れ
か
ら
コ
ン
バ
イ
ン
を
使
っ
て
脱
穀

を
し
ま
す
。
も
み
が
で
ま
す
の
で
乾

燥
機
で
乾
燥
し
ま
す
。
乾
燥
が
終
わ

れ
ば
次
が
籾
摺
り
で
す
。
玄
米
が
で

き
ま
す
。
そ
の
玄
米
を
精
米
機
を

使
っ
て
白
米
に
し
ま
す
。
そ
の
白
米

が
皆
さ
ま
が
食
べ
て
い
る
御
飯
に
な

り
ま
す
。
今
、

嘉
島
地
区
の
ほ

と
ん
ど
の
方
は

Ｊ
Ａ
の
大
規
模

乾
燥
施
設
に
出

荷
し
て
い
ま
す

の
で
作
業
が
少

な
く
な
り
だ
い

ぶ
ん
楽
に
な
り

ま
し
た
。

（
齊
藤
）

運動会（幼光保育園）緑川漁協と嘉島東小学校の皆さんで、
うなぎの稚魚を放流しました！


